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広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや図書
館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに置いてい
るほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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人口と世帯 令和8 年 4 月1日現在
(    ) は前月比

総数　81,639人
男　　40,138人
女　　41,525人
世帯　36,452世帯

※外国人住民（43 か国・地域 ／ 2,406 人）を含みます。
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第
89
回

今
回
は
１
５
７
９(

天
正
７)

年
に

天
主
が
完
成
し
、
１
５
８
４(

天
正

12)

年
に
廃
城
と
な
っ
た
安
土
城
の

そ
の
後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

安
土
城
は
１
５
８
２
年
の
火
災
に

よ
り
主
郭
部
が
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
廃
城
と
は
な
ら

ず
、
実
質
的
な
廃
城
は
１
５
８
４
年

の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
よ
る
織

田
氏
の
衰
退
時
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
廃
城
と
な
っ
て
以
降
も
、

城
跡
が
荒
廃
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
土
山
に
は
信
長
が
建

立
し
た
摠そ
う
け
ん
じ

見
寺
が
残
っ
て
お
り
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
城
跡
の
管
理
と
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
５
９
２
年

に
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
摠
見
寺
に
寺
領

１
０
０
石
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
６
０
４ (

慶
長
９)

年
に
は
豊
臣
秀

頼
に
よ
る
書
院
と
庫
裡
の
建
立
、
そ

の
後
も
１
６
１
７(

元
和
３)

年
に
は

徳
川
秀
忠
か
ら
現
在
の
安
土
町
下
豊

浦
が
寺
領
と
し
て
与
え
ら
れ
て
お
り
、

合
計
２
２
７
石
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
安
土
山
一
円
に
お
け
る
支
配

権
も
得
て
お
り
明
治
時
代
ま
で
引
き

継
が
れ
ま
す
。
摠
見
寺
は
信
長
の
菩

提
寺
と
し
て
50
年
毎
に
遠
忌
供
養
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
信
長
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
ま
し
た
。

１
８
５
４(

嘉
永
７)

年
に
は
火
災
に

よ
り
本
堂
、
書
院
、
庫
裡
な
ど
主
要

な
建
物
が
焼
失
し
、
現
在
安
土
山
内

に
残
存
す
る
信
長
期
の
建
物
は
、
摠

見
寺
の
楼
門
（
二
王
門
）
と
三
重
塔

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
安
土
山
内
は
摠
見
寺
の

寺
領
で
し
た
が
、１
８
７
１(

明
治
４)

年
の
明
治
政
府
の
上
知
に
よ
り
寺
領

が
縮
小
さ
れ
、
境
内
以
外
は
国
有
林

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
全
国
的

な
文
化
財
保
護
の
流
れ
の
中
で
安
土

城
跡
も
保
護
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
「
文
化
財
保
護
法
」
の
前
身

の
一
つ
「
古
社
寺
保
存
法
」
の
特
別

保
護
建
造
物
と
し
て
、
１
９
０
１
年

（
明
治
34
年
）
に
摠
見
寺
の
三
重
塔
が
、

１
９
０
３
年
に
は
楼
門
が
文
化
財
の

指
定
を
受
け
ま
す
。
ま
た
１
９
１
８

(

大
正
７)

年
に
は
安
土
城
跡
と
織
田

信
長
を
顕
彰
す
る
た
め
「
安
土
保
勝

会
」
が
設
立
さ
れ
、
１
９
２
６
年
に

は
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」

に
よ
り
安
土
城
跡
が
史
蹟
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
契
機
に
城
跡
の
整
備

が
進
め
ら
れ
、
大
手
道
口
、
百
々
橋
口
、

東
門
口
に
そ
れ
ぞ
れ
石
標
が
建
立
さ

れ
ま
す
。
当
時
の
摠
見
寺
和
尚
で
あ

り
安
土
保
勝
会
の
発
起
人
で
あ
る
松

岡
範
宗
は
、
以
前
安
土
城
跡
の
案
内

で
知
り
合
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

徳と
く
と
み富
蘇そ
ほ
う峰
に
、
石
標
に
刻
む
「
安
土

安
土
城
築
城
４
５
０
年
②

安
土
城
築
城
４
５
０
年
②

安
土
城
廃
城
か
ら
近
代
ま
で

安
土
城
廃
城
か
ら
近
代
ま
で

摠見寺三重塔

百々橋口石標「安土城阯」

城
址
」、「
安
土
城
阯
」
の
揮き
ご
う毫
を
依

頼
し
ま
す
。
ま
た
織
田
信
忠
邸
跡
に

は
、
蘇
峰
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
信
長

を
讃
え
た
漢
詩
の
詩
碑
が
建
ち
、
裏

面
に
は
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
を
は
じ

め
と
し
た
郡
史
・
町
史
編
纂
で
有
名

な
中な
か
が
わ川
泉せ
ん
ぞ
う川
が
詩
碑
建
立
の
経
緯
を

記
し
て
い
ま
す
。
松
岡
範
宗
、
徳
富

蘇
峰
、
中
川
泉
川
は
安
土
城
の
案
内

で
知
り
合
っ
て
以
降
も
、
石
標
の
建

立
や
蘇
峰
の
文
筆
活
動
を
支
援
す
る

「
蘇
峰
会
」
を
通
じ
て
交
流
が
続
い
た

よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
時
の
偉
人
た
ち
の
功
績

も
あ
り
、
近
代
以
降
現
在
に
至
る
ま

で
安
土
城
跡
は
荒
廃
す
る
こ
と
な
く

管
理
・
整
備
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
　
　

文
（
文
化
振
興
課
・
和
田
） 大手道口石標「安土城址」

・

・


